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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 43,33 43,46 +0,13 42,72 +0,74

USD / BRL Spot BRL 2,3490 2,3340 -0,0150 2,3958 -0,0618

USD / JPY Spot JPY 101,77 101,44 -0,33 102,36 -0,92

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 45.118 46.151 +1.033 46.600 -449

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 177,7 170,7 -7,0 187,6 -16,9

Brazil 5yrs Gov. Bond % 12,81 12,89 +0,08 12,82 +0,07

DI Future Apr15（金利先物） % 11,39 11,43 +0,04 11,36 +0,07

3 Months US Dollar Libor % 0,234 0,235 +0,001 0,235 +0,000

CRB Index（国際商品指数） Index 301,0 302,8 +1,8 298,5 +4,3

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

　　マーケットデータ

　　マーケットサマリー
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Indicator Unit 3月17日

昨日のドルレアルスポット相場はトンビニ総裁のタカ派姿勢によりレアル高となる展開でした。
朝方は不透明なウクライナ情勢を背景に前日比レアル安の２．３５台後半で取引されましたが、トンビニ中銀
総裁が議会証言においてインフレへの警戒を続ける必要性を強調し利上げ継続を示唆したことからレアル
は反転上昇し、２．３４台前半へレアル高となりました。その後は、プーチン大統領がこれ以上のウクライナ
分断は不要と発言したことを好感する形で株式市場が上昇したためレアルは続伸し、結局２．３３台半ばで
引けています。

トンビニ中銀総裁は引き続きインフレへの警戒を強調し、利上げ打ち止めへの示唆を市場に与えません
でした。総裁は市場が選挙前の利上げ打ち止めを予想していることからそこに釘を刺す意図があったと
思われ、その姿勢からは次回４月１～２日のＣＯＰＯＭでも２５ｂｐｓの利上げが予想されます。短期的には
干ばつの影響からインフレが高止まりする可能性がありますが、累積された利上げとその効果発現の間には
時間差があると総裁は繰り返していますので、干ばつの影響が薄れた後にその累積効果がどの程度
インフレ抑制に現れるのか注目が集まります。
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